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6⽉シンポジウム 統計センターによる統計教育
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参照：「社会に活かす公的統計」（槙⽥）
2022年6⽉16⽇ 統計数理研究所シンポジウム
「新学習指導要領とSTEAM教育が創り出す『社会に活かす統計の考え⽅』」
https://www.ism.ac.jp/openhouse/2022/pre_event.html



アウトライン
公的統計

（統計センターによる統計教育（6⽉シンポジウムから））

SSDSE
統計データ分析コンペティション

（総務省統計局による統計教育）

「なるほど統計学園」
問題解決へのアプローチ（上級編）
(参考) 政府統計の総合窓⼝(e-Stat)、統計ダッシュボード、

jSTAT MAP（地図で⾒る統計）

先⽣向け学習サイト
社会⼈・⼤学⽣のためのデータサイエンス講座 2



公的統計

3

p国の⾏政機関・地⽅公共団体などが作成

n調査統計
統計調査により作成：国勢調査など
n業務統計
業務データの集計で作成：⼈⼝動態統計など

（出⽣数）
n加⼯統計
他の統計を加⼯で作成：消費者物価指数など

https://www.soumu.go.jp/toukei_toukatsu/index/seido/1-1n.htm
（参照：「社会に活かす公的統計」（槙⽥））



公的統計
p 多様な公的統計
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（参照：「社会に活かす公的統計」（槙⽥））



SSDSE 教育⽤標準データセット
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p データ分析のための汎⽤素材として、作成・公開
p 主要な公的統計を地域別に⼀覧できる表形式のデータセット
p データサイエンス演習、統計教育などに

https://www.nstac.go.jp/use/literacy/ssdse/

（参照：「社会に活かす公的統計」（槙⽥））



多様な公的統計を、⾝近で簡単に
p 全国どこでも、私の県、私の町を⾒つけられる

全国

都道府県
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（参照：「社会に活かす公的統計」（槙⽥））



SSDSE 教育⽤標準データセット
p EXCELファイルと
CSVファイルの⼆種類。
（内容は同じ）

p 収録データの出典、単位、
項⽬定義など、
利⽤上必要な情報は
「SSDSEの解説」に。

7https://www.nstac.go.jp/use/literacy/ssdse/
（参照：「社会に活かす公的統計」（槙⽥））



統計データ分析コンペティション
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p 趣旨
n SSDSEなどの統計データを
分析した論⽂を募集し、
アイデアと解析⼒を競うことで、
⾼校⽣、⼤学⽣等の
統計リテラシーの向上を図ります。

p 共催
n 総務省統計局
n （独）統計センター
n 統計数理研究所
n （⼀社）⽇本統計協会

https://www.nstac.go.jp/statcompe/

エントリー済の⾼校⽣からの
論⽂、待ってます

（エントリーはすでに〆切）

（6⽉シンポジウムから）

（参照：「社会に活かす公的統計」（槙⽥））



統計データ分析コンペティション
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昨年度⼊賞論⽂が取り上げていたテーマ例

n ⽇本におけるワークライフバランスの
達成状況とその課題

n 健康寿命の延伸に向けて

n 求められている住宅

n …

社会課題の
関⼼喚起、
原因や解決策の
探求へ

これら⼊賞論⽂も
コンペサイトに掲載

https://www.nstac.go.jp/statcompe/award.html

（6⽉シンポジウムから）

（参照：「社会に活かす公的統計」（槙⽥））



(参考）総務省統計局による統計教育
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（中⾼⽣）

（社会⼈）

（教員）

（6⽉シンポジウムから）

（参照：「社会に活かす公的統計」（槙⽥））



総務省統計局による統計教育
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統計局の統計教育コンテンツの全体像
・⼩学⽣から社会⼈までを網羅
・データに基づく問題解決のための基盤整備



「なるほど統計学園」
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Ø 平成29年、30年の学習指導要領改訂
・令和２〜4年度にかけて⼩学校・中学校・⾼校と
順次統計教育を充実
・「必要なデータを収集、分析し、その傾向を踏まえて
課題を解決するための統計教育を充実」
（学習指導要領の改訂のポイントより）

令和2年度：指導者⽤（先⽣向け）を分離・独⽴
令和3年度：従来の「なるほど統計学園、同⾼等部」の統合・再編
・初級編と上級編に再編し、問題解決アプローチに向けて、
統計学習を体系化



「なるほど統計学園」
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Ø 学習項⽬のテーマ別に構成
・探しやすく、初級から上級へ体系的・段階的学習が可能
Ø 課題解決を上級編の最後に配置
Ø 統計調査、統計の種類を拡充



「なるほど統計学園」
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「なるほど統計学園」のテーマ別構成
Ø問題解決のための⽅法を主体的に習得
・必要なデータを探し収集する
・グラフを作り、特徴を捉えて分析する



問題解決へのアプローチ（上級編）
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Øデータによる問題解決⇒PPDACサイクル
課題解決のためには統計を利⽤して、
現象を中⽴・公平にとらえ、客観的に分析

Øデータの種類ごとに、⾒⽅、グラフ作成、分析の⼿法を習得
・量的データ、質的データ
・フローデータ、ストックデータ
・時系列データ、クロスセクションデータ、コーホートデータ
パネルデータ



問題解決へのアプローチ（上級編）
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Ø PPDACサイクルと公的統計へのリンク(「データの探し⽅」)
ue-Stat： 政府統計のほぼすべてを収録
u統計ダッシュボード： 広範な時系列データを整備
ujSTATMAP： 統計と地図を組み合わせ

必要なデータを探し、精度の⾼い統計で多様な分析が可能



17

n 各府省の統計データを⼀つにまとめた政府統計のポータルサイト
n各府省が作成した統計データは、原則、e-Stat上で公表
nインターネット環境があれば、誰でも無料で利⽤可能
n政府統計約689統計の約164万のデータを収録(令和4年7⽉時点)

（参考）政府統計の総合窓⼝（e-Stat）
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uポイント︓イメージしやすい分野別
「⼈⼝・世帯」「労働・賃⾦」など17の分野に分かれており、
関連のありそうな統計を探すときに便利

住宅・⼟地統計調査

空家の実態

増改築・改装の状況

（参考）政府統計の総合窓⼝（e-Stat）



（参考）統計ダッシュボード

p主要統計データを時系列で可視化、ダウンロード

19
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（参考）jSTAT MAP（地図で⾒る統計）

p統計グラフ作成機能：⾊分け地図とグラフを表⽰
・ユーザーが保有するデータをアップロードしての重ね合わせも可能
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（参考）jSTAT MAP（地図で⾒る統計）

pエリア作成機能：ここでは到達圏でエリアを指定
・地図上の指定したポイントから、徒歩、⾞などで到達できるエリアを表⽰する⽅法
・レポート作成機能で、指定したエリアの⼈⼝構成・産業構成等をエクセルで出⼒できる



先⽣向け学習サイト
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Ø 課題解決のための統計教育・分析に活⽤できる素材を集成
u授業モデル：先⽣⽅が作成した⼩・中・⾼校⽤のモデル授業
u補助教材：指導の際、導⼊・発展をサポートするための素材
uリンク集：各省、都道府県の⼦ども向けサイトを中⼼に紹介



先⽣向け学習サイト
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「補助教材」の構成
○統計とは？ ○標本調査とは？
○統計をグラフに表そう ○統計を使ってみよう
○基本⽤語集 ○総合学習のための補助教材
○基幹統計⼀覧 ○統計分析ソフトの使い⽅

○総合学習のための補助教材
u⼩学⽣のための 統計ってなぁに
u中学⽣のための統計 社会が、⾃然が、⽣活がみえる統計
u⾼校⽣のための統計学習教材
・多変量データの扱い、GIS、問題解決のためのデータ分析等
u⾼等学校における「情報Ⅱ」のためのデータサイエンス・デ
ータ解析⼊⾨
・機械学習を⽤いたデータサイエンス、プログラミング等
・Python、Rのコードも収録



社会⼈・⼤学⽣のためのデータサイエンス講座
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社会⼈のための
データサイエンス⼊⾨

【講座の特徴】
データ分析の基本的な知識を学べる⼊⾨
編講座
【開講時期】
平成27年３⽉
【学習時間】
１回10分程度×６〜９回程度（１週間）
×４週
【実績】
社会⼈を中⼼に延べ約144,000⼈が受講
【内容】
第１週︓データ活⽤への導⼊、分析事例

から統計的な考え⽅、データの
⾒⽅への導⼊

第２週︓データ分析に必要な統計学の理
論的な基礎

第３週︓データの⾒⽅についての基本的な⽅法
第４週︓誰もが⼊⼿可能な公的統計デー

タの⼊⼿⽅法とコースのまとめ

社会⼈のための
データサイエンス演習

【講座の特徴】
「社会⼈のためのデータサイエンス⼊⾨」
を踏まえ、より実践的な内容へ
【開講時期】
平成28年４⽉
【学習時間】
１回10分程度×５〜６回程度（１週間）
×５週
【実績】
社会⼈を中⼼に延べ約57,000⼈が受講
【内容】
第１週︓データサイエンスとは
第２週︓分析の概念と事例〜Analysis

（分析）とは、状況の把握、⽐
較の視点

第３週︓分析の具体的⼿法〜クロス集計、
散布図と相関、時系列データ

第４週︓ビジネスにおける予測と分析結
果の報告〜回帰分析

第５週︓ビジネスでデータサイエンスを
実現するために （補講追加）

誰でも使える
統計オープンデータ

【講座の特徴】
e-Stat（政府統計の総合窓⼝）等を使い、
統計オープンデータの活⽤⽅法を学べる
【開講時期】
平成29年６⽉
【学習時間】
１回10分程度×５〜７回程度（１週間）
×４週
【実績】
社会⼈を中⼼に約35,000⼈が受講
【内容】
第１週︓e-Statを使ったデータ分析
第２週︓公的統計データの基本事項及び

読み⽅
第３週︓統計データと地図を組み合わせ

た統計GISの活⽤⽅法
第４週︓統計API機能の仕組みや具体的な

活⽤事例等の統計オープンデー
タの⾼度な活⽤⽅法

・「なるほど統計学園」上級編の次のステップ：ビジネスの世界
でいかす問題解決⼒
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最後に
p 今後の課題
・内容の拡充
・授業モデルのアップデート

･･･ニーズに応えるために

ご意見・ご要望をお待ちしています


